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令和元年度川崎温暖化対策推進会議（ＣＣ川崎エコ会議）事業報告

 「川崎市地球温暖化対策推進基本計画～ＣＣかわさきエコ暮らし・未来へつなげる３０

プラン～」に基づき、ＣＣ川崎エコ会議参加団体をはじめとした市内の多様な主体の協働

により、地球温暖化対策の普及啓発及び情報発信等を行いました。

１ 「第８回スマートライフスタイル大賞」の実施

市民や事業者等のＣＯ２削減に貢献する優れた取組の発信を目的として、「第８回スマ

ートライフスタイル大賞」を実施しました。今年度は、次のとおり最優秀賞２件、優秀

賞２件、奨励賞９件の計１３件を決定しました。

第８回スマートライフスタイル大賞 実施概要

募集期間 令和元年 5 月１日（水）～7 月 31 日（水） 

審査・選考 令和元年 8 月 26 日（月）スマートライフスタイル大賞審査委員会

令和元年 9 月 12 日（木）スマートライフスタイル大賞選考委員会

選考結果発表 令和元年 9 月 25 日（水） 

表彰式 令和元年 10 月 30 日（水）川崎市役所第４庁舎２階ホール 

■最優秀賞
 ・富士通株式会社 川崎工場
   海洋プラスチックごみ問題解決に向けた富士通グループの取組
・マルイファミリー溝口・ノクティプラザ

みんなで地球をまもろう！
～ごみの分別排出の徹底とリサイクルの推進～

■優秀賞 
 ・澁谷農園 母家 

次の 100 年につなげる農体験イベント！ 
 ・明治大学ボランティアサークル ＬＩＮＫｓ 

二酸化炭素の実験でエコ学習！ 

■奨励賞 
【委員長特別賞】  
 ・株式会社アルファシステムズ 

ソフトウェア会社のボランティア活動 
～毎年増えていく美化活動の輪～ 

・スーパーホテル Ｐｒｅｍｉｅｒ武蔵小杉駅前 
宿泊を通じてサスティナブルな社会作りに貢献しよう！ 

・東京ガス株式会社 川崎支店 
「キッチンランド川崎」における料理を通じた身近なエコな取組の啓発活動

・日本電産株式会社 中央モーター基礎技術研究所 
省エネから再エネへ、そして次世代へ 

【省エネ貢献賞】 
 ・株式会社渡辺土木 

”ＣＯ２排出ゼロの会社経営”への挑戦！アクトⅡ 

【３Ｒ推進賞】 
 ・株式会社ＡＮＡケータリングサービス 川崎工場 

食材ロス並びに洗浄機使用水量の抑制 
 ・田代精工株式会社 

環境にやさしい「３Ｒものづくり」の取組 
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【地域共生推進賞】 
・ＮＴＴ東日本 川崎支店 

「ＮＴＴ川崎ビル 川崎緑化」施策 
・早野聖地公園 里山ボランティア 

資源循環ときのこ栽培の取組 

２ ＣＣ川崎エコ会議シンポジウムの開催

令和元年 10 月 30 日（水）、川崎市役所第４庁舎２階ホールにてＣＣ川崎エコ会議シ

ンポジウムを開催しました。第８回スマートライフスタイル大賞表彰式とあわせて受賞

者の取組紹介やパネルディスカッションを実施し、地域における各主体の活動について、

工夫や課題及び私たちにできること等についてお話を伺いました。

ＣＣ川崎エコ会議シンポジウム 開催概要

日  時 令和元年 10 月 30 日（水）13 時 30 分～15 時 30 分 

場  所 川崎市役所第４庁舎 ２階ホール 

参加者数 122 人 

■「第８回スマートライフスタイル大賞」表彰式

■受賞者による取組事例発表・パネルディスカッション

（第８回スマートライフスタイル大賞 最優秀賞・優秀賞受賞者）

 ・富士通株式会社 川崎工場
 ・マルイファミリー溝口・ノクティプラザ
 ・澁谷農園 母家 
・明治大学ボランティアサークル ＬＩＮＫｓ 

スマートライフスタイル大賞表彰式

パネルディスカッション



3 

３ 市民・事業者・行政の協働による地球温暖化対策の主な取組

（１）「ＣＣかわさき交流コーナー」を活用した普及啓発活動

   家庭向けの地球温暖化対策に関する情報発信拠点「ＣＣかわさき交流コーナー」（高

津市民館内）を活用したパネル展示や講座の開催など、川崎市地球温暖化防止活動推

進センター（特定非営利活動法人アクト川崎）が中心となり、ＣＣ川崎エコ会議参加

団体等の協力を得ながら地球温暖化対策の普及啓発活動に取り組みました。

ＣＣかわさき交流コーナー テーマ展示・ミニ講座

期  間 平成 31 年 4 月～令和 2 年 3 月（通年） 

場  所 ＣＣかわさき交流コーナー（高津市民館 ノクティ２ 11 階） 

主  催 川崎市地球温暖化防止活動推進センター

夏休み自由研究週間

期  間 令和元年 7 月～令和元年 8 月 全 26 講座 

場  所 高津市民館、小黒恵子童謡記念館など 

主  催 川崎市地球温暖化防止活動推進センター

参加者数 1,049 人 

春休みエコ体験教室 ※新型コロナウイルス感染拡大防止のため中止

期  間 令和 2 年 3 月 全６講座 

場  所 高津市民館 

主  催 川崎市地球温暖化防止活動推進センター

（２）ＣＣ等々力の取組～エコ暮らしこフェアの開催、リユース食器活用事業～

株式会社川崎フロンターレ、富士通株式会社川崎工場、公益財団法人川崎市公園緑

地協会及び川崎市（環境局、中原区役所）が協働により地域における温暖化対策を推

進する「ＣＣ等々力」の取組として、ワークショップ等を通じて楽しみながら“エコ

暮らし”を学べる「ＣＣ等々力 エコ暮らしこフェア」を開催しました。また、川崎

フロンターレホームゲームにおけるリユース食器活用事業を通年で実施しました。

第８回ＣＣ等々力 エコ暮らしこフェア 開催概要

日  時 令和元年 7 月 27 日（土）15 時 00 分～18 時 30 分

場  所 等々力緑地

実施主体 株式会社川崎フロンターレ、富士通株式会社川崎工場、公益財団法人川

崎市公園緑地協会、川崎市（環境局、中原区役所）

参加者数 約 15,900 人（推計）
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 謎解きゲームやワークショップなど、楽しみながらエコについて学べるイベントを実施し

ました。

川崎フロンターレホームゲーム時におけるリユース食器活用事業

実施期間 平成 31 年 2 月 23 日（土）～令和元年 11 月 30 日（土） 

場  所 等々力陸上競技場

・実施試合数  22 試合

・回収率 95.7％ 

（リユース食器 回収数 23,425 個／売店使用数 24,480 個）

（３）「かわさきエコ暮らし未来館 夏の環境教室 eco フェス」の開催 

令和元年 8 月 2 日（金）、3 日（土）、9 日（金）、10 日（土）の４日間において、か

わさきエコ暮らし未来館にて夏の環境教室を開催しました。普段は見られないメガソ

ーラー構内の見学や、燃料電池自動車とスケルトン車の展示及びエコ工作などを通し

て、親子でエコについて楽しく学べるイベントを実施しました。 
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（４）「食とくらしがつくる地球の未来 みんなでいっしょに考えよう 夏休みチャレン

ジ 2019」の開催

味の素株式会社、花王株式会社、株式会社イースクエアでつくる「食

とくらしのサステナブル・ライフスタイル研究会」と川崎市が共同で

環境課題の解決に向けた実践（行動変容）を目指し、未来を担う子ど

もたちとその保護者を対象に、毎日の食やくらしの中で、常に環境に

配慮した選択と行動をとってもらうため、川崎市の環境学習施設や工場などを見学す

る川崎ならではの地域資源を活用した体験型教育プログラムを令和元年7月20日（土）

～8 月 24 日（土）の間の３日間で実施しました。

（５）「まなぼう！あそぼう！COOL CHOICE ひろば in ラゾーナ川崎プラザ」の開催 

令和元年 10 月 14（月・祝）、三井ショッピングパーク ラゾーナ川崎プラザにて、

東芝未来科学館や三井不動産株式会社と連携し、“賢い選択”で地球温暖化対策を進め

る国民運動「COOL CHOICE」をテーマに、地球温暖化対策について楽しみながら学

べる謎解きゲームや環境マークさがし及びフードドライブなどを通して、地球環境に

やさしい取組を考える体験型教育イベントを開催しました。 
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４ 省エネ・節電に係る啓発・広報活動

市民向けに省エネや節電等の取組を記載したちらしを作成し、川崎市地球温暖化防止

活動推進センター等との共同で普及啓発・広報活動を実施しました。

また、夏期に向けた節電・地球温暖化対策を広く呼びかけていくに当たり、7 月 7 日

の「クールアース・デー」の啓発など、職場や家庭におけるライトダウンの呼びかけを

行いました。

５ 後援

第７回かわさき環境フォーラム 開催概要

日  時 令和元年 12 月 14 日（土）10 時 30 分～15 時 30 分 

場  所 高津市民館

主  催 川崎市地球温暖化防止活動推進センター

参加者数 約 1,048 人 

ダンボールジオラマやドローン体験、不用品交換会や各種ワークショップなど、

子どもから大人まで楽しめる様々な体験イベントや展示を行いました。また、今年

度は「環境エネルギー・ラボ 2019in たかつ」と同時開催とし、環境エネルギー・ラ

ボ実行委員会と共催にて環境教育フォーラムを開催しました。

市民向けちらし
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COOL CHOICE セミナー 開催概要

実施期間 令和 2 年 2 月 3 日（月）15 時 00 分～16 時 30 分 

場  所 KCCI ホール 第４会議室（会場変更）

主  催 川崎市・川崎市地球温暖化防止活動推進センター

共  催 川崎商工会議所

参加者数 53 人 

川崎商工会議所と連携し、「COOL CHOICE セミナー」を開催しました。講師に

は、国立環境研究所 地球環境研究センター副センタ―長 江守正多氏をお招き

し、「気候の危機は止められるか？～気候変動リスクと私たちの未来」をテーマに講

演いただきました。

６ ウェブサイト及びメールマガジンによる情報発信

ＣＣかわさき専用ウェブサイトにおいて、ＣＣ川崎

エコ会議会員をはじめとした市民・事業者・行政の取

組状況の情報発信を行うとともに、会員向けのメール

マガジンを配信しました（毎月１日定期号 12 回配信）。

７ 会員の参加状況

市民・事業者・行政の協働による地球温暖化対策の取組などの機会を通じてＣＣ川崎

エコ会議のＰＲを行った結果、今年度は新規の入会申込が２件ありました。平成 28 年

度以降の会員数については以下のとおりです。

＊平成 28 年度会員数 合計 104 団体 

＊平成 29 年度会員数 合計 104 団体 

＊平成 30 年度会員数 合計 107 団体

＊令和元年度会員数  合計 108 団体（新規入会＋２、解散－１） ※令和２年３月現在

 【新規入会団体】 

 ・有限会社 リフォームプロ 

・日本電産株式会社 中央モーター基礎技術研究所 
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８ 理事会・運営委員会の開催 

  今年度は理事会及び運営委員会を次のとおり開催しました。 

開催日 主な内容 

令和元年 6月 11 日（火）

第１回運営委員会 

・「第８回スマートライフスタイル大賞」の募集について 

・「COOL CHOICE かわさき」の推進について 

・CC 川崎エコ会議シンポジウムについて 

・市民向け省エネ・節電の普及啓発について 

・CC 等々力エコ暮らしこフェアについて 

令和元年 7 月 4 日（木）

第１回理事会 

・先進的な取組の紹介 

（食とくらしのサステナブル・ライフスタイル研究会） 

研究会の歩みと「夏休みチャレンジ」 

・「第８回スマートライフスタイル大賞」の募集について 

・CC 川崎エコ会議シンポジウムについて 

・エコ暮らしの推進について 

・令和元年度川崎温暖化対策推進会議会員の取組について 

・市民向け省エネ・節電の普及啓発について 

・CC 等々力エコ暮らしこフェアについて 

令和元年 8月 26 日（月）

第２回運営委員会 

・CC 川崎エコ会議シンポジウム・スマートライフスタイル大賞

表彰式の開催案について 

・「第８回スマートライフスタイル大賞」の審査について 

（スマートライフスタイル大賞審査委員会） 

・「COOL CHOICE かわさき」の進捗状況について 

・後援について 

令和 2 年 2 月 27 日（木）

第３回運営委員会 

・令和元年度川崎温暖化対策推進会議事業報告（案）について

・「第９回スマートライフスタイル大賞」の実施（案）について

・「COOL CHOICE かわさき」の推進について 

・川崎市地球温暖化対策推進計画年次報告書について 

令和 2 年 3 月 18 日（水）

第２回理事会 

※新型コロナウイルス感染拡大

防止のため書面開催 

・運営委員の選任について

・令和元年度川崎温暖化対策推進会議事業報告（案）について

・「第９回スマートライフスタイル大賞」の実施（案）について

・「COOL CHOICE かわさき」の推進について 

・川崎市地球温暖化対策推進計画年次報告書について 


